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	応用
	抗原情報
	背景
	酸素調節遺伝子の誘導に関与する転写因子。標的遺伝子プロモーターの低酸素応答エレメント（HRE）内のコアDNA配列5'-[AG]CGTG-3'に結合します。血管内皮増殖因子（VEGF）の発現を調節し、血管と肺の尿細管系の発達に関与していると考えられます。また、血液脳関門を生じる内皮の形成に役割を果たす可能性があります。酸素調節遺伝子の誘導に関与する転写因子。ARNTとヘテロ二量体を形成します。ヘテロ二量体は、標的遺伝子プロモーターの低酸素応答エレメント（HRE）内のコアDNA配列5'-TACGTG-3'に結合します（相同性による）。血管内皮増殖因子（VEGF）の発現を調節し、血管と肺の尿細管系の発達に関与していると考えられます。血液脳関門の形成に関与する可能性がある。Tie-2チロシンキナーゼの発現を強力に活性化する。活性化にはCREBBPやおそらくEP300などの転写共活性化因子のリクルートメントが必要である。酸化還元調節タンパク質APEX1との相互作用がCTADを活性化すると考えられる（類似性に基づく）。
	研究分野
	癌の経路;腎細胞癌;
	画像データ
	

	(1)MCF-7細胞溶解物、(2)HeLa細胞溶解物中のHIF-2αのウエスタンブロット分析。

